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どうすればうまくなれるのか、練習の基本から高度な技術まどうすればうまくなれるのか、練習の基本から高度な技術ま
で、各スポーツ界のトップアスリートから親切丁寧に指導をで、各スポーツ界のトップアスリートから親切丁寧に指導を
うけました。うけました。



毎回大人気のトランポリン教室。９月と1１月に開催しました。マット運動も毎回大人気のトランポリン教室。９月と1１月に開催しました。マット運動も
組み入れ身のこなし方を習い、大きなトランポリンで高くジャンプします。ど組み入れ身のこなし方を習い、大きなトランポリンで高くジャンプします。ど
の子も笑顔になり、楽しみながら身体を鍛えることができます。の子も笑顔になり、楽しみながら身体を鍛えることができます。

新潟県主催事業の「ゆめづくりサッカー教室」を、新潟県主催事業の「ゆめづくりサッカー教室」を、
アルビレックスのコーチの方を講師としてお招きしアルビレックスのコーチの方を講師としてお招きし
開催しました。ドリブルやシュートの仕方を習い、開催しました。ドリブルやシュートの仕方を習い、
チーム対抗でゲームを行いました。子ども達は一生チーム対抗でゲームを行いました。子ども達は一生
懸命にボールを追いかけ、果敢にシュートを狙って懸命にボールを追いかけ、果敢にシュートを狙って
いました。いました。

今回のキッズスポーツはスポーツチャンバラ、卓球、コーディネー今回のキッズスポーツはスポーツチャンバラ、卓球、コーディネー
ショントレーニングを体験しました。ジュニア期に様々なスポーツショントレーニングを体験しました。ジュニア期に様々なスポーツ
を体験することで、将来どんなスポーツにも対応できる体をつくるを体験することで、将来どんなスポーツにも対応できる体をつくる
ことができます。ことができます。

大人気!!大人気!!

トランポリン教室
トランポリン教室

キッズスポーツ教室２期
キッズスポーツ教室２期

ゆめづくりサッカー教室
ゆめづくりサッカー教室

　今回で2回目となる夏休み子ども文化教　今回で2回目となる夏休み子ども文化教
室。絵画教室では新発田市の画家、宮下孝室。絵画教室では新発田市の画家、宮下孝
一さんに色の塗り方などを教わりました。一さんに色の塗り方などを教わりました。
アドバイスをもらった子ども達はのびのびアドバイスをもらった子ども達はのびのび
と筆を走らせ、見事な作品に仕上がりました。と筆を走らせ、見事な作品に仕上がりました。
「親子料理教室」では、新発田の旬野菜をふ「親子料理教室」では、新発田の旬野菜をふ
んだんに使ったメニューに挑戦。
自分たちで作った料理は格別の自分たちで作った料理は格別の
ようでみんな笑顔になりました。

　今年も中学生硬式野球　今年も中学生硬式野球
教室を開催しました。こ教室を開催しました。こ
の教室は中学3年生を対の教室は中学3年生を対
象に高校で使用する硬式象に高校で使用する硬式
球に慣れるための教室で球に慣れるための教室で
すが、参加した子ども達すが、参加した子ども達
は、他校の友達ができるは、他校の友達ができる
など、それ以上の収穫がなど、それ以上の収穫が
あるようです。あるようです。
　最終日の試合では、全　最終日の試合では、全
員が今までの成果を存分員が今までの成果を存分
に発揮できました。に発揮できました。

　10月30日にとらい夢主催のミックスダブルステニ　10月30日にとらい夢主催のミックスダブルステニ
ス大会を開催し、24組が参加しました。和やかな雰ス大会を開催し、24組が参加しました。和やかな雰
囲気の中、参加者の皆さんは一生懸命にプレーし、囲気の中、参加者の皆さんは一生懸命にプレーし、
さわやかな汗を流しました。さわやかな汗を流しました。

結果は　結果は　1位リーグ優勝　坂上・菅原ペア1位リーグ優勝　坂上・菅原ペア
　　　　2位リーグ優勝　伊藤夫妻ペア　　　　2位リーグ優勝　伊藤夫妻ペア
　　　　3位リーグ優勝　平山・本間ペア　　　　3位リーグ優勝　平山・本間ペア
　　　　おめでとうございます！！　　　　おめでとうございます！！

。

。。

ミックスダブルステニス大会ミックスダブルステニス大会

中学生硬式野球教室中学生硬式野球教室
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長　江

加盟団体の活動と大会結果紹介加盟団体の活動と大会結果紹介
　今年度から始動したシバタSC。
市内の中学生が所属しており、週
2回カルチャーセンターなどで活
動をしています。現在は来年の高
円宮杯などに向け、チームとして
の連動性なども意識しながら、練
習に励んでいます。大山コーチは
「しっかり練習すれば運動神経は
関係なく上達するので、諦めずに
一生懸命練習をしてほしい。現在
メンバー募集中で、未経験者でも
大歓迎です。」と話していました。

　今年は3つの全国大会に
出場し、そのうち信越連盟
35周年記念全国大会では部
員の努力とコーチ陣の熱心
な指導が結実し、86チーム
中4位と大健闘。さらにベス
トナイン賞に小林将也さん
（一塁手）が選ばれました。

【平成23年各種大会結果】
7月24日　NST新潟県小学生水泳競技会
☆女子200M　フリーリレー　　優勝（大江・泉井・高橋・片桐）
☆女子200M　メドレーリレー　２位（泉井・高橋・大江・片桐）
☆女子 50M　自由形　　　　　優勝（泉井琴美）
☆女子100M　自由形　　　　　２位（泉井琴美）
8月15日　BSN新潟県少年少女水泳競技会
☆女子200M　フリーリレー　　優勝（大江・泉井・高橋・片桐）
☆女子 50M　自由形　　　　　優勝（泉井琴美）
☆女子100M　自由形　　　　　２位（泉井琴美）
10月9日　新潟県スプリント選手権水泳競技会
☆女子 50M　自由形　　　　　２位（泉井琴美）

　当クラブは、平成18年2月28日に「NPO法人新発田市総合型地域ス
ポーツクラブ とらい夢」として設立以来、多くの皆様のご理解と支援を
賜り、いろいろな事業を実施し、スポーツ振興をおこなって参りました。
　これらの実績が評価され、このたび文部科学省の「平成23年度生涯ス
ポーツ優良団体表彰」を受賞することができました。当クラブにとりまし
て誠に名誉なことであり、これもひとえに皆様のおかげと心より感謝申し
上げます。
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「Ｈ23年度 生涯スポーツ優良団体表彰」を受賞しました。

小林将也さん
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